
24/ 3土 日

10：00～16：00

徳島には、桃の節句（旧暦の３月３日）に遊山箱と呼ばれる
三段重ねの重箱を持って子供たちが野山や磯で遊ぶ風習がありました。
古き良き時代の文化を今に伝えようと、遊山箱の愛好家が集まった『遊山箱文化保存協会』では
4月3日を「遊山の日」として、遊山箱を使ったイベントを企画し、文化継承に務めています。

4月3日は遊山の日
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主催 遊山箱文化保存協会
後援 徳島新聞社

デジタル襖からくり

春の宴

特別上映！
1人 1,500円（税込）
各日12食限定・要予約

※写真はイメージ。遊山箱茶会で提供される内容とは異なります。

in 阿波十郎兵衛屋敷

4 3月 日は
草月流生花　出村丹雅草グループによる

会場演出



デジタル襖からくり

阿波十郎兵衛屋敷の座敷で、遊山箱の展示や、江戸時代から残る「鶴亀の庭」を見ながら、
お花見用の和菓子の遊山箱セットをお召し上がりいただけます。

※キャンセルは3日前までにお願いいたします。

遊山箱茶会

人形浄瑠璃公演
阿波十郎兵衛屋敷では毎日2回、阿波人形浄瑠璃を上演しています。
お食事の前または後にぜひ、約300年にわたり継承されてきた古典芸能の魅力をお楽しみください。
また、イベント当日は公演前に「デジタル襖からくり」という５分くらいの映像作品の上映もございます。

草月流生花 出村丹雅草グループによる花見の会場演出 春の宴

農村舞台では人形芝居の背景に、襖に描かれた絵が使われます。
襖を左右に開くだけでなく、回転させたり、滑車で上へ飛ばすなどダイナミックな転換方法が考案され、
次々に絵柄を見せる「襖からくり」が単独で上演されるほど人気を博しました。
高解像度カメラで１枚１枚撮影した襖絵を、プログラミングにより本物の「襖からくり」さながらに
次 と々転換させる映像作品が「デジタル襖からくり」です。

11:00～11:40、14:00～14:40

3月3日（木）9：30～

※マスク着用、検温、手指の消毒など感染症対策に御協力ください。
※当日体調の優れない方はご来場をご遠慮ください。
※感染の状況によっては、催しを中止させていただく場合があります。

●参加される方へのお願い

■演　　目「傾城阿波の鳴門 順礼歌の段」
■公演時間 

■受付開始

3月12日（土）17：00まで■募集締切

■料金 別途入館料が必要です。（一般410円、高大310円、小中200円）1,500円(税込）
■各日とも12食限定
■お食事時間 10:00～11:00、15:00～16:00

遊山箱茶会お申込先
阿波農村舞台の会

各日
12食限定

要申込

Tel.088-661-6057　Fax.088-665-3683　mail/info@hyoutanjima.tokushima.jp

電話、ファックスまたはメールでお申込ください。
1回の応募につき最大2名様まで、申し込みは抽選とさせていただきます。

お花見をイメージした華やかな会場演出は必見！
見応えある素晴らしいパフォーマンスの中にお茶席を用意しておりますので、
この機会に遊山箱セットをぜひご予約ください。

〒771-0114 徳島市川内町宮島本浦184
Tel.088-665-2202　Fax.088-665-3683

徳島県立阿波十郎兵衛屋敷

太夫　宮崎照美
三味線　鶴澤友丸
人形座　阿波十郎兵衛座

11：00～

太夫　久次米三枝子
三味線　鶴澤友丸
人形座　阿波十郎兵衛座

14：00～

4
月
2
日（
土
）

太夫　長野紫寿
三味線　竹本友和嘉
人形座　鳴門座

11：00～

太夫　吉本藍玉
三味線　竹本友和嘉
人形座　鳴門座

14：00～

4
月
3
日（
日
）


